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平成26年12月15日（月）　　　　　司会：慶長　孝太　　記録：松橋　英利
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・法人納会のお知らせ
日時：平成26年12月30日（火）納会：17：15～17：40
懇談会：17：40～18：30　場所：メンタルケア病棟3F会議室・ホール

・新年互礼会のお知らせ
日時：平成27年1月5日　17：30～19：30　場所：ここりの郷（古民家）
・医療安全管理委員会より11月発生事故、インシデント報告がwiz掲示板にあるので、各自確認すること。インシデントに関連しそうな状況があった際は、慶長JGMまで報告すること。
・12/16（月）関向　智様見学予定。
・12/16（月）管理者研修会16：30～小林SGM、慶長JGM参加予定。
＜青明舎登録者情報＞

・高柳　和子　様～12/10（水）定期訪問実施。近況を確認すると「気分に波がありますね、やっぱり。」と苦笑している。気分が落ち込む時は、家族（弟、叔母）に時折電話を掛けて気持ちを晴らし、安心感を得ているとのこと。

デイケアには休まず通所出来ているが、アパートから出る時はいつも億劫になると話している。しかし、行かなきゃと自分に言い聞かせ、何とか行けていると話されているため、その旨評価している。栄養バランスを考えて食事を摂るのが難しく、どうしても偏食傾向になってしまうとのことだが、食事もきちんと摂ることが出来ていると話している。
・大久保　恒夫様～12/12(金)定期訪問実施。体調について確認すると、声が出し難かったが、服薬を変更してから声が出るようになったと話す。カラオケで声が出せるか試しに歌ってくるとのこと。

金銭面について尋ねると「叔父が亡くなって1万円送ったがお金の遣り繰りは出来ている。今月は25000円貯金出来そうだ。カーペットが傷んできたから新しいものを買おうと思っているけど、4000円くらいだから十分買える」と話している。生活面で困っていることは特にないとのこと。
・大久保　律子様～12/12(金)定期訪問実施。体調について確認すると、昨日、夫と喧嘩する前からおかしいと思っていたら、喧嘩中に目が上がり、声も出なくなり体も動かなくなったとのこと。頓服薬を服用し暫く時間が経ったら改善したという。生活面で困っていることは特にないとのこと。
・清水　秋男　様～12/13（土）定期訪問実施。五十肩は相変わらずであり、「なかなかすぐには治らないもんだね。」と話されている。病院から鎮痛剤は処方してもらっており、仕事には支障がないとのことだが、効果はあまり感じないと話している。食事は問題ないが、夜間の睡眠については、早朝覚醒があるとのことで、主治医へは既に相談しており、4～5時間眠れていれば大丈夫と言われたとのことで、服薬変更はないとのこと。何かあればその都度主治医へ相談するよう伝えている。
・我満　奈津紀様～12/13（土）定期訪問実施。掃除はそれほど出来ていないと話すが、以前に片付けた状態が維持されていて、散らかっている印象は受けない。体調は良く、やりくりもできているとのこと。娘のことを気遣っている。いつもなら冬季はうつ気味になるそうなのだが、娘がうつ気味である分、自分がそう落ち込むこともなく過ごせていると自己分析している。
・青木　紀子　様～12/14（日）定期訪問実施。交際相手（東海林様）とコタツで暖をとり過ごされている。近況について確認すると、父親が病院の定期検査で大腸がんの疑いが発覚し、精密な検査を行うため、先日岩手の病院へ姉と一緒に付き添って行ったとのこと。12/17（水）に父親が検査の結果を聞きに行くため、一緒に行こうかと父に行ったが、1人で大丈夫と言われ断られたとのこと。結果については、父から本人へ電話で教えてくれることになっているという。

遣り繰りについては「11月は遣いすぎてしまいました。」と苦笑している。小遣い帳を確認すると、全部で7万円位かかっており、その内の半分以上は洋服代として遣われている。遣いすぎたという意識はあるため、前月と比べて何が出費の要因だったのか振り返る必要性について説明している。
・東海林　康之様～12/14（日）定期訪問実施。交際相手（青木様）と一緒に過ごしている。ラボーロの見学をしてきたと報告しており、印象は良かったとのことで、作業内容も自分に合っている気がすると話している。来年以降に利用できる形に持っていければいいと話す。先日、青南病院から佐々木泌尿器科への紹介状を書いて貰い、受診し検査をしてきた
＜利用者様情報＞
・駒木　洋士　様～先週眼科にて実施した、右眼上瞼に出来た膿の切開術について状況を確認。痛みはなく、視界に問題はないとのこと。本日、眼科を再度受診し抜糸をしてくると話している。身体不調や精神不調等は認められない。
・種本　サハ　様～本日、朝食後薬を服用せずに来所している。朝寝坊し、急いできたとのことで、青陽館にて服用。また、昨日分の薬包を持参しておらず、「確かに飲んだけどね。」と薬包を忘れてきた様子。明日持参していただき、確認することとしている。
・鈴木　真知子様～今朝、青風荘にて血圧が高めとの申し送りを受けている。15：30血圧測定すると147/88mmHg、脈拍77回。身体不調はなく「普通。」と話している。
＜外来情報＞
・東海林　康之様～12/17（水）佐々木泌尿器科受診の為、青南病院の受診を予約9：30変更。
・若松　健一　様～先週よりは血圧は低くなっているが160/84mmHgと高値続いている。薬剤調整せず経過観察とする。
・田中　　一　様～前回の採血の結果、UA：7.1　HbA1c：6.3　主治医より経過観察との指示あり。ハロマンス50mg筋注している。
カンファレンスシート（　野月　利章　様　）

実施日：H26年12月15日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦（主担当）・戸賀沢・川井

参加者：三浦、松橋、戸賀沢、會津、小林、慶長、川井
検討内容　

	氏名
	野月　利章　様
	性別
	男
	年齢
	32
	生年月日
	S57.7.26

	主病名
	適応障害､軽度知的障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定化を図り､衝動行為なく生活することが出来る。

	本人希望
	家族と同居を続けたい。また、いずれ就労したい。

	家族希望
	衝動行為なく生活してもらいたい。自立してほしい。

	入院歴
	計　1　回（当院のみ／H26.1.28～H26.4.20）

	通所歴
	1回目

· 今回：H26.4.23～現在（週1回/水曜日）

家族が送迎できる日に不定期に利用中(月･金曜日が多い)。

	その他サービス利用
	なし

	住居：十和田市在住､一軒家。

家族状況：キーパーソンは母親。八戸市内でホームヘルパーをしており､十和田市から通っている。通勤する際に本人を車に乗せて､当デイケアに来所している。過干渉傾向で､かつ本人も母親へ依存している様子があり､共依存的な関係性が認められる。

父親･兄との関係性は悪い。しかし､最近父親との関係性が回復しつつあり､父親に温泉等へ連れていってもらえると本人も喜んでいる。
	家族構成



	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中（有効期限：H27.6.30）

＊障害基礎年金　2級　受給中（精神）

· 愛護手帳　B　受給中

· 自動車運転免許証、クリーニング師の資格あり。


	【目標・治療計画（現在）】

長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①家族や他者と円滑に交流し、衝動的な行動に至らない。
	①家族(両親、兄、祖父母)に言われたことをスタッフと共に振り返り､家族の言いたいことを理解する。
	①家族との交流において、苛々感等が生じた際、衝動行為ではなく、スタッフや友人に相談することで解消できる。
	①衝動的な行動に至る前に､職員へ相談する。職員は､家族との交流等について振り返り､衝動行為なく対応できた際は評価。また､家族とも連携を図り､家族が本人へ伝えたいことについて理解を深められるよう､助言する。

	②服薬管理を確実に行う。
	②服薬管理を自身で1週間分ずつ確実に行う。
	②母の協力も得ながら､処方薬をなくすことなく､1日分ずつ管理を確実に行っていく。
	②1週間の処方薬をきちんと管理する。職員は､なくした場合にその原因を振り返り､管理方法について話し合う。

	③自身の体調を正確に把握し､自分で対処することが出来る。
	③不調を感じた際､過剰に演出せず正確な状態を自覚し､不安を解消出来る。
	③不調を感じた際､職員と体調等を振り返ることで､正確な状態を把握することが出来る。
	③不調を感じた際､職員へ相談する。職員は､明らかに現状とは違う状態を訴えている際は､本人の訴えを傾聴した上で振り返りを行い､現在の状態を自覚出来るよう援助する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①家族との交流において苛々感等が生じた際、衝動行為ではなく、スタッフや友人に相談することで解消できる。
	達成度60％。生来的に知的障害を有しており､相手の意図することを汲み取ることが困難。また､認知の歪みが認められ､相手の話や態度に対して､自分独自の捉え方をして苛々してしまうことが目立つ。

時間にルーズであること等に対して母親から注意されても､｢なんか母が怒っていた｣｢怒っている理由が分からない｣｢よく分からないけど､入院させる気だ｣等と､注意された理由が分からず､怒られた感情だけを受け止め､本人は苛々感が生じてしまい､結果､衝動行為に至ることを繰り返している。本人が衝動行為に至る度に家族の疲弊･不信感が募り､それに対して母親が注意するという悪循環を繰
	母親から注意されたことについて、スタッフと面談をし、それを理解できるように支援している段階。いずれは、母親に言われたことを理解し、返答できるようのなれるようにする。本人がイライラした様子がある際はスタッフから声掛けを行い、話の受け止め方について振り返り

	
	り返している。
スタッフとの面談し、話を傾聴するとイライラが収まるが、ひとりではイライラを抑えることができず、衝動行為に至ってしまう。利用開始当初までは､2～3ヶ月に1回程度､衝動行為(自宅のテレビ､ボイラー､机等を破壊する)に至っていたものの､デイケアにて定期的に本人と担当者で面談を行い､認知の歪みに対する振り返りを実施することで､衝動行為の回数は半年に1回程度に減少。また､母親とも定期的に連絡を取り､自宅での状況や､母親が抱える不安･不満の傾聴･助言を実施。しかし､それでも本人が自分自身で解決することは未だ困難であり､定期的な面談を実施する必要性がある。
	を実施していく。計画を継続する。

	②母の協力も得ながら､処方薬をなくすことなく､1日分ずつ管理を確実に行っていく。
	達成度60％。服薬管理に対する意識が低度であり､また､周囲の気を引きたい気持ちも強く､上記により薬をなくす行為に至る。現在は母親とも相談し､母親に薬を管理していただき､朝に1日分を本人へ渡すようにすることで､薬をなくすことは少なくなっている。しかし母親の話によると､母親が管理している薬を探し当て､勝手に持ち出し､なくすことがあったとのこと。服薬管理に対する指導だけではなく､周囲と上手に関係性を保つ為の行動に対する指導･助言も継続している。
	現在は1日分の処方薬管理を実施しており､利用開始当初よりは管理能力も向上してきている。しかし､時折､周囲の気を引くことを目的として､｢薬をなくした｣等と訴えることがあり､随時､母と連絡を取り合い､対応を実施していく。計画を継続する。

	③不調を感じた際､職員と体調等を振り返ることで､正確な状態を把握することが出来る。
	達成度80％。周囲の気を引く為の行動として､体調不良を過剰に演出する行動が目立っている。利用開始当初は､職員へ笑顔で｢今､40℃の熱があって､血圧も高くて…(実際にバイタル確認すると体温･血圧ともに正常値)｣｢転んで首がずっと痛くて…(デイケアへ首の補助具をつけて来ていたが､母親に確認すると､自宅では補助具をつけず過ごせていた)｣等と職員へ訴えることが目立っていた。随時本人とともにバイタル確認･事実確認を行い､現在は職員が確認せずとも正確なバイタルをノートに記載す
	利用開始当初に比べると､不調を過剰に演出することは目立たなくなってきており､自身の状態を正確に職員へ話すことが徐々に出来るようになっている。しかし､時折､事実かどうか判断が難しい不調の訴えをすることがある為､

	
	ることが出来ている。職員が本人の話を聞く時間を充分に持つことで､過剰に演出して気を引こうとすることが減っている様子でもある。しかし､現在も時折同様の訴えをして職員の気を引こうとすることがある為､相談したい･話をしたい際の相手へのアプローチ方法について､本人と個別SST等を通して練習していくこととしている。
	随時正確な状態を確認していく必要がある。計画を継続する。

	その他
	交友関係については特定メンバーに依存傾向で、距離感が近い様子(友人利用者が来所すると､常に隣りに座る､他の人と会話をしていても隣りで見ている等)。現在は､特定友人利用者も野月様に対する不満を訴えることはなく､面倒見の良さから親しげに接している様子があるが､特定友人利用者へ､負担を感じていないか確認することが必要と考えられる。集団の中では、周りの輪を乱すような言動は見られなくなっている。
	特定友人利用者のストレスとなっていないかの確認を行う。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①家族や他者と円滑に交流し、衝動的な行動に至らない。
	①家族(両親、兄、祖父母)に言われたことをスタッフと共に振り返り､家族の言いたいことを理解する。
	①家族との交流において、苛々感等が生じた際、衝動行為ではなく、スタッフや友人に相談することで解消できる。
	①衝動的な行動に至る前に､職員へ相談する。職員は､家族との交流等について振り返り､衝動行為なく対応できた際は評価。また､家族とも連携を図り､家族が本人へ伝えたいことについて理解を深められるよう､助言する。

	②服薬管理を確実に行う。
	②服薬管理を自身で1週間分ずつ確実に行う。
	②母の協力も得ながら､処方薬をなくすことなく､1日分ずつ管理を確実に行っていく。
	②1週間の処方薬をきちんと管理する。職員は､なくした場合にその原因を振り返り､管理方法について話し合う。

	③自身の体調を正確に把握し､自分で対処することが出来る。
	③不調を感じた際､過剰に演出せず正確な状態を自覚し､不安を解消出来る。
	③不調を感じた際､職員と体調等を振り返ることで､正確な状態を把握することが出来る。
	③不調を感じた際､職員へ相談する。職員は､明らかに現状とは違う状態を訴えている際は､本人の訴えを傾聴した上で振り返りを行い､現在の状態を自覚出来るよう援助する。


